
2024年度 競輪補助事業完了のお知らせ 

 

この度、2024年度の競輪の補助を受けて、以下の事業を完了いたしました。 

 

補助事業名：2024年度 2025年日本国際博覧会への支援補助事業 

事業の内容：大阪・関西万博出展支援施策 

【No/BORdER～国境・垣根・時代・カベを越える技術展～】 

補助金額 ：14,945,993円 

完了年月 ：2025年3月27日 

 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 2025大阪・関西万博 大阪ヘルスケアパビリオン内リボーンチャレンジにおいて、2025

年7月8日から7月14日に開催される「MOBIO 大阪パビリオン展示  No/BORdER ～国境・

垣根・時代・カベを越える技術展～」に出展する13社が、定例勉強会や試験展示出展等

の伴走支援をとおして、来場者にとって魅力的で興味を引く展示内容をめざし、将来的

に自社の取引に繋がるような満足度の高い展示に近づけることを目的とする。 

 

（２）実施内容 

①伴走支援、ブースデザイン (https://note.com/no_border2025/n/n0032c2e9441d) 

ア 出展企業サポート・勉強会等企画設計、実施、広報コンテンツ制作  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展企業13社を対象とした月1回の定例勉強会を開催した。 

毎月の定例会では、各出展企業の展示企画の作成支援やアドバイスを行ったほか、各出 

https://note.com/no_border2025/n/n0032c2e9441d


展者の準備状況の共有や課題の発見等を目的に、展示内容発表セッションを実施した。 

1～2月にかけては、出展者13社への企業訪問を実施し、7月の出展に向けた各社の進捗 

状況を確認するとともに、展示に関する様々な課題等に対するサポートを行った。 

 

イ 万博会場ブースデザイン、設営準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「MOBIO 大阪パビリオン展示  No/BORdER ～国境・垣根・時代・カベを越える技術展～」

（2025年7月8日から7月14日）の実施準備に伴い、展示会場のイメージパースや広報チラシ

等を制作し、リボーンチャレンジ展示に係る設計準備等を行った。 

 

②プレ展示 

ア MOBIO企画展パネル製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MOBIOリボーンチャレンジ出展企業13社の紹介及び現時点での準備状況等について披 

露することを目的として、5月15日～6月28日の期間、MOBIO企画展示場（クリエイショ 



ンコア・東大阪）にて「MOBIOリボーンチャレンジ出展企業展」を開催した。企画展期 

間中の6月20日には、MOBIO Café Meeting（出展企業13社が展示ブース前で自社のPRを 

行うイベント）を開催し、56名が参加した。 

 

イ プレ展示実施・ブース製作、広報チラシ製作 

(https://note.com/no_border2025/n/n567d245670bc) 

（https://note.com/no_border2025/n/na0a153687b77） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月7日、8日の2日間、グランフロント大阪ナレッジプラザにてプレ展示を開催した。2

日間で延べ約1,400名が来場し、MOBIOリボーンチャレンジのPR及び各社の展示内容のブ

ラッシュアップへの大きなヒントを得ることができた。また、広報を目的にチラシを

2,000部制作し、大阪産業局の各拠点への配架やMOBIOが実施する各セミナーやイベント、

展示会等で配布を行った。 

 

 ③ランディングぺージ制作 (https://beyond-borders-expo-m-osaka.jp/) 

 

 

 

 

 

 

 

 

MOBIOリボーンチャレンジの広報を目的に11月19日に特設サイトを開設した。開設後は、 

12月7日、8日のプレ展示の広報に活用し、プレ展示終了後は7月8日から14日の万博出展の

PRに活用している。イベント日時等の開催情報、イベントコンセプト、各社の展示内容の

紹介、その他プレ展示や勉強会等の様子を発信した。 

https://note.com/no_border2025/n/n567d245670bc
https://note.com/no_border2025/n/na0a153687b77
https://beyond-borders-expo-m-osaka.jp/


２ 予想される事業実施効果 

 ・万博会場では、定例勉強会やグランフロント大阪で開催した試験展示等をとおして各 

社が発見した課題等を踏まえてブラッシュアップされた展示出展が期待されると共に、 

広報チラシや特設サイトを契機とした来場者の増加が見込まれる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

① ランディングページ (https://beyond-borders-expo-m-osaka.jp/) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② プレ展示広報チラシ (https://note.com/no_border2025/n/n567d245670bc) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://beyond-borders-expo-m-osaka.jp/
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③ リボーンチャレンジ 広報チラシ 

(https://storage.googleapis.com/studio-design-asset-files/projects/6kq9xppVOp/s-1

x1_607b03a3-7d28-465e-8ca2-0ae476a18130.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

４ アンケート結果 

① 定例会等の展示サポートに対する満足度 

・出展企業13社にアンケートを実施した結果、「大変満足、期待以上だった」 「概ね満足、 

概ね期待どおり」 の合計は100%だった。 

＜回答内訳＞ 

「大変満足、期待以上だった」  38.5% 

「概ね満足、概ね期待どおり」  61.5% 

「やや不満、期待以下だった」    0% 

「大変不満、期待以下だった」    0% 

 

② プレ展示や定例勉強会を通して、展示内容の改善やブラッシュアップに取り組んだ割合 

・出展企業13社にアンケートを実施した結果、展示内容の改善やブラッシュアップに取り組 

んだ割合は100%だった。 

＜主な回答内容＞ 

・トライアル展示で万博の来場者に近しい属性を持つ方の声を聴くことができ、より一般 

向けの説明を意識した。定例会の場でも報告だけでなく、質問したり意見を求めたりと 

対応していただき、取り組み内容のブラッシュアップに活かしている。 

・見せたいものと見たいものの違いについて気づくことができたので一般来場者の視点に 

https://storage.googleapis.com/studio-design-asset-files/projects/6kq9xppVOp/s-1x1_607b03a3-7d28-465e-8ca2-0ae476a18130.pdf
https://storage.googleapis.com/studio-design-asset-files/projects/6kq9xppVOp/s-1x1_607b03a3-7d28-465e-8ca2-0ae476a18130.pdf


立ち制作を進めている。 

・展示ブースの床面利用(シートを貼る)については知見がなかったが、勉強会のセッショ 

ンを通じて、その知見を得られて、弊社も採用することになった。 

・動画の長さや文章の複雑さが来場者の理解の妨げになることもあると学び、シンプルさ 

を意識するようになった。展示をメディアに取材いただく可能性があることを意識する 

ようになった。 

 

５ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人 大阪産業局 MOBIO事業部 

 （ザイ）オオサカサンギョウキョク モビオジギョウブ） 

住  所： 〒577-0011 

      大阪府東大阪市荒本北1-4-17 クリエイション・コア東大阪 北館１F 

代 表 者： MOBIO事業部長 田中 （モビオジギョウブチョウ タナカ） 

担当部署： MOBIO事業部 （モビオジギョウブ） 

担当者名： 二宮 （ニノミヤ） 

電話番号： 06－6748－1054 

F  A  X： 06－6745－2362 

E-mail ： mobio_expo2025@obda.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.m-osaka.com/jp/ 


